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京都帯國大豪肖天文同好魯鞭行



天文　同好會

會 串口

　昭和七年五月置例會を，下の如く開きます．例により遠近より會員諸氏の來

會を鰍丸します．

　　時日：　五月二十一日（土曜）午後三時

　　：場所：　　京都帝國大忌花山天文豪

　　　　電車は東山通仁王門にて乗り換へ，東行し，蹴上げで下車，そ

　　　　れから東海道筋を五丁東進し，花山道路に入る・（叉，三條大橋

　　　　から花山道路の入口までは乗合バスもあPます・）

同日，下の講演があります．

　　講演：敦面諭學博士　上田　　穰氏　（題未定）
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天　文　同　好　會

皇誇和習隼‡一聯菱糊＋珊

皇離和翌葦‡三封叢Σ菱｝菟叢3＋四班

　　　　以上冬冊20鍍（逡二二）

第　　九　　巻　　の一部第94號より第103號までは無代進呈（邊料一冊に付鐡）



東京大久保天文クラフの25糎反射赤道儀

東京市外大久保附近に居られる會員須山小嶋足立諸氏が獲起して今春組織された天文倶樂部は

西人久保希望示i屋上に此の25センチ機を中心として活躍してゐられる・（第185頁参照）



天　交　同　好
　　大正九年（1920年創立）

　　　涛（京都市東一一・va）

　　　里（岡山市門田21）
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大　蓮　市
京　城府
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上海弟k思黒門増二野16

小樽市線町三丁目八番地はノ47

P．　O．　Box　263，　Brawley，　Cal．，　U．S．A．
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天界第百三十三一躍籍壱毒煙三‡細濁義定国訓参拾釜税金壷鍍

編輯兼登行者　京都帝國大臣内（振替貯金口座大阪56765）　天女同好會（代表者山本一浩）

印　剥　所　京都市申一戸柳馬場…三甲南入　　　　株式會赴似玉堂（電本426・427・4501）

印　尉　者　京都市中京魎柳馬場三條虫入　　　　　　　　　　福井松　之助

責捌所懸灘離夏耀。・　覆堂硅1欝懸1淵1



京都帝國大學酒塩　理學博士

山本一清先生疑

惑れは吾が天文同好二二の教科書とも言ふべきものであって，殊にL天界「や

」ブレテン「を護むために之れは必要な書物である・星圖や天罷爲眞を見るの

にも　新聞歯面の天文記事を讃むのにも，多少の準備的謡曲のある無いとは

大越に興味の違ふものであるが，比の」標準天文學「は此等の要求に慮するや

うに書かれたものである．同好會員は必ず一本を備へなければならない．

キク版368頁，外に扉，序文，目次及び索引補遺即談など22：頁

　　　　　　　　　　　　　　日
第一・Pt天　　　隷
　第一節　天球座標と其の主要鐵
　第二節　星座

　第三節天球上の諸種の興行
第二章　旧染遽渤の理論

　第一節　古代入の天三論一天動説
　第二節地動読
　第三節二天華の運動論
　第四節　軌道要素
　第五節三天髄の運動論
　第六節　撮動
　第七節　脳髄の自韓と形状
　第八節　太陽系の構造と遽化
第三章　球面天交畢

　第一節日月諸星の蓮行一黄道座標
　第二節日食と月蝕及び莫の類似現象
　第三節　暦法種々
　第四飾　歳差と章動
　第五齢　アベラシオン

　第六館醜差
　第七舗　固有運動
　第八館　星の天球位置と其の目錐並び

　　　　に星圖
　第九節　地球大氣に因る光線の温温

　第＋節地球の形と大きさ

次

第四章　天鵤の物理論

　第一節　天髄物理學の方法

　第二節太陽
　第三節　遊星と衛星

　第四節　彗星と流星その他

　第五節　恒星の分光分類と色

　第：日照　天膿の観線運動

　第七鮪　重星と蓮星

　第八笛攣光星
　第九節　星雲と星二

三五章　天醗宇宙と其の進化

　第一節　主題の総籔と空間分布

　第二筋　天膣の運動

　第三節　天艦の潅化と宇宙の組織

第六電天女班究の方法と器械設備

　第一節　原始的の二軍な器械

　第二鯖　墓蓮鏡と其の種類

　第三飾　固定機子午線機

　：第四節　運応機赤道機

　第五節　部分器械及び二丈時計

　第六節　天文早

戸債3圓 逡料24銭
登行京都帝國大鷹内天交直婦會（錨大阪56765）
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